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世
界
一
の
ダ
ン
サ
ー
へ

小
松
大
斗
さ
ん
ブ
レ
イ
キ
ン
世
界
大
会
優
勝
！

　
３
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た
ブ
レ
イ
キ
ン
の
世
界

大
会
に
出
場
し
、
15
歳
以
下
の
ソ
ロ
ジ
ュ
ニ
ア
部

門
で
小
松
大
斗
さ
ん
（
西
明
寺
中
1
年
）
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　
同
大
会
の
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
予
選
で
は
世
界
か
ら

約
80
人
が
参
加
。
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
ダ
ン
サ
ー
が
競

技
を
す
る
な
か
、
1
・
2
次
予
選
を
突
破
し
準
決

勝
へ
。
勝
ち
上
が
っ
た
決
勝
で
は
、
得
意
と
し
て

い
る
ト
ッ
プ
ロ
ッ
ク
や
回
転
技
を
披
露
し
、
見
事

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ブ
レ
イ
キ
ン
は
ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
と
も
呼
ば

れ
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
即
興
で
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ

ク
な
動
き
の
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
技
術
力
や
表
現

力
な
ど
を
競
う
競
技
で
す
。
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
正
式
種
目
に
追
加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
小
松
さ

ん
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

令和7年春の令和7年春の叙勲叙勲

瑞宝双光章瑞宝双光章

安 部 哲 男 さん
（84歳　田沢湖生保内）

教育功労
　
太
田
南
小
学
校
長
、
生
保
内
小
学
校
長
を

歴
任
。
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

学
校
経
営
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
退

職
後
約
12
年
間
、
仙
北
市
教
育
委
員
会
教
育

委
員
・
教
育
委
員
長
と
し
て
市
の
教
育
行
政

に
携
わ
る
な
ど
、
通
算
50
年
の
長
き
に
わ
た

り
教
育
の
振
興
、
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

＜春の叙勲＞
　
令
和

　
令
和
77
年
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
仙
北
市
か
ら
は
次
の

年
春
の
叙
勲
が
発
表
さ
れ
、
仙
北
市
か
ら
は
次
の

方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
（
※
年
齢
は
、
受
章
時
を
掲
載
）

　
（
※
年
齢
は
、
受
章
時
を
掲
載
）

力強いトップロック（ステップ）やダイナミックなヘッドスピンを披露。



～輝くとき～輝くとき栄光･表彰

各分野で活躍された皆さまをご紹介します

▶功労賞 伊藤裕明さん
　　　　　（秋田県馬術連盟 理事長兼副会長）

　昭和 63年から多年にわたり、秋田県内の馬術競技
の普及と振興に貢献。馬術競技の選手経験を活かし、
国体選手など優秀な選手を数多く輩出。平成14年には、
秋田県馬術連盟理事長・強化対策委員長に就任。
　また、同連盟の副会長に就任してからは、東北総合
スポーツ大会などの開催の準備運営に手腕を発揮し、
県内の馬術競技力向上に尽力されています。

令和6年度 秋田県スポーツ賞

地
域
お
こ
し
協
力
隊
退
任

岩
見
谷
慎
太
郎
さ
ん
に

　
　
　
　
　
　  

感
謝
状

　
令
和
4
年
5
月
か
ら
仙
北
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
活
動
し
て
き
た
岩
見
谷
慎
太

郎
さ
ん
が
４
月
30
日
に
任
期
を
終
え
、
田

口
市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
手
市
出
身
の
岩
見
谷
さ
ん
は
、
Ｄ

Ｊ
と
し
て
東
京
を
拠
点
に
世
界
で
活
動

し
て
き
た
経
験
を
活
か
し
、
仙
北
市
の

大
自
然
の
中
で
体
感
す
る
音
楽
を
通
じ
た

地
域
芸
術
文
化
の
振
興
や
地
域
の
賑
わ

い
創
出
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
岩
見
谷
さ
ん
は
「
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
3

年
間
。
充
実
し
た
活
動
が
で
き
た
一
方
、
や
り

き
れ
な
か
っ
た
課
題
も
あ
る
」
と
振
り
返
り
、

今
後
も
仙
北
市
で
自
ら
の
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
話
し
ま
し
た
。

市
民
の
悩
み
に
対
応

羽
川
茂
幸
さ
ん
に

　
　
総
務
大
臣
感
謝
状

　
こ
の
た
び
、
令
和
7
年
3
月
ま
で
行
政
相

談
員
を
務
め
ら
れ
た
羽
川
茂
幸
さ
ん
に
、
総

務
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
羽
川
さ
ん
は
、
令
和
3
年
に
委
嘱
さ
れ
て

以
来
、
4
年
に
わ
た
り
公
正
・
中
立
な
立
場

か
ら
住
民
と
行
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
相
談

を
受
け
付
け
て
き
ま
し
た
。
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一
生
涯
！
学
習
し
ま
し
ょ
う

生
涯
学
習
奨
励
員
に

　
　
　
　
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

　
生
涯
学
習
奨
励
員
は
、

地
域
住
民
の
学
習
活
動

を
奨
励
・
支
援
し
、
生
涯

学
習
を
活
発
に
す
る
た

め
に
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

奨
励
員
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
分
野
で

サ
ー
ク
ル
活
動
や
公

民
館
活
動
を
通
じ

活
躍
し
て
い
ま
す
。

や
っ
て
み
た
い
こ
と
や

体
験
し
て
み
た
い
こ
と

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

奨
励
員
や
公
民
館
、
生

涯
学
習
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
の
力
で
課
題
解
決
へ

仙
北
市
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
㈱

　
　
　  

包
括
連
携
協
定
締
結
式

4
月
30
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で
仙
北
市
と
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
株
式
会
社
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
ま
で
仙
北
市
と
同
社
は
住
宅
向
け
「
小
規
模
分
散
型

水
循
環
シ
ス
テ
ム
」
の
実
証
実
験
な
ど
で
連
携
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
や
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
、
防
災
・
減
災
対
策
、
地
域
経
済
・
観
光
振
興
を
さ
ら
に

進
め
る
た
め
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
持
つ
技
術
を
課
題
解
決
に
活
か

す
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

【生涯学習奨励員】（敬称略）
会　長　　赤　川　和　子
副会長　　千　葉　　　薫
副会長　　新　山　正　雄
委　員　　阿　部　栄　子
委　員　　荒木田　真由美
委　員　　小田嶋　比左子
委　員　　黒　澤　美　鈴
委　員　　小　松　龍　子
委　員　　館　花　久　子

任期は令和7年4月1日から令和
9年3月31日までとなっています。

仙
北
市
誘
致
企
業
認
定

桜
こ
ま
ち
㈱

　
　
　
誘
致
企
業
認
定
式

　
仙
北
市
で
は
、
仙
北
市
内
へ
の
企
業
誘
致
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
高
い

経
済
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
る
企
業
を
「
仙
北

市
誘
致
企
業
」
と
し
て
認
定
し
、
認
定
証
を
交

付
し
て
い
ま
す
。

5
月
9
日
、
こ
の
認
定
制
度
が
始
ま
っ
て
4

例
目
と
な
る
桜
こ
ま
ち
株
式
会
社
へ
の
認
定
式

が
行
わ
れ
、
田
口
市
長
か
ら
は
出
店
へ
の
感
謝

の
意
と
観
光
振
興
、
地
域
経
済
の
活
性
化
の
期

待
を
込
め
た
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

左から赤上副市長、田口市長、赤木清美代表取締役、村上仁志取締役
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人
生
を
豊
か
に

仙
北
市
公
民
大
学

　
　
　
　
入
学
式

　

４
月
25
日
、
今
年
度
の
仙
北
市

公
民
大
学
入
学
式
が
角
館
交
流
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
新
入
生
11
人

が
入
学
し
ま
し
た
。

　
「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
自

由
に
」
学
習
す
る
機
会
を
選
ん
だ

り
、
学
ん
だ
り
で
き
る
こ
と
を
生

涯
学
習
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
同
大

学
は
生
涯
学
習
の
考
え
を
も
と
に

活
動
し
て
お
り
、
現
在
は
「
郷
土

研
究
学
科
」「
書
道
学
科
」「
陶
芸

学
科
」
の
３
つ
の
学
科
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
な
生
活
を

大
曲
仙
北
広
域
中
央
し
尿

　
　
処
理
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

　
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
が
整
備
し
て
い
た

中
央
し
尿
処
理
セ
ン
タ
ー
が
大
仙
市
花
館
に
完
成

し
、4
月
22
日
に
現
地
で
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
大
曲
仙
北
広
域
圏
内
の
大
仙
市

と
美
郷
町
の
下
水
道
未
整
備
地
域
か
ら
運
び
込
ま
れ

た
し
尿
や
浄
化
槽
汚
泥
、
農
集
排
汚
泥
を
脱
水
し
、

分
離
し
た
汚
水
を
希
釈
し
た
後
、
下
水
道
に
放
流
す

る
水
処
理
施
設
で
、
4
月
1
日
か
ら
稼
働
し
て
い
ま

す
。

完成を祝い、新施設前でテープカットが行われました。

地
域
の
公
園
を
美
化

生
保
内
公
園

　
　
　
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

5
月
1
日
、
生
保
内
小
学
校
1
・
2
年
生
の
児

童
42
人
が
生
保
内
公
園
で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
元
気

い
っ
ぱ
い
な
挨
拶
と
と
も
に
公
園
に
集
ま
り
、
ゴ

ミ
拾
い
や
落
ち
葉
集
め
な
ど
を
中
心
に
、
協
力
し

な
が
ら
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
普
段
は
見
落
と
し
が
ち
な
と
こ
ろ
ま
で
丁
寧
に

目
を
向
け
、
集
ま
っ
た
ゴ
ミ
の
量
は
、
大
き
な
ゴ

ミ
袋
で
お
よ
そ
7
袋
分
に
な
り
ま
し
た
。

　
活
動
の
後
に
は
「
ま
だ
や
り
た
い
」
と
い
う
声

も
聞
こ
え
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
大
切
に
思
う
気

持
ち
が
伝
わ
る
時
間
に
な
り
ま
し
た
。

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
学
ぶ

生
保
内
小
学
校

　
　
　
交
通
安
全
教
室

4
月
30
日
、
生
保
内
小
学
校
で
交
通
安

全
教
室
が
開
催
さ
れ
、
同
校
の
全
校
児
童

の
ほ
か
、
だ
し
の
こ
園
の
園
児
も
参
加
し

ま
し
た
。

　
こ
の
交
通
安
全
教
室
は
、
仙
北
警
察
署

や
安
全
運
転
管
理
者
協
会
田
沢
湖
支
部
な

ど
の
共
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
交
通
安

全
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い
自
転
車
の

運
転
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雨
天
の
た
め
信
号
機
や
横
断

歩
道
が
設
け
ら
れ
た
体
育
館
で
行
わ
れ
、

仙
北
警
察
署
の
職
員
か
ら
横
断
歩
道
の
渡

り
方
や
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
な
ど
を

教
わ
り
ま
し
た
。

55 20252025--66広報せんぼく広報せんぼく

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－



お
め
で
と
う

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
ざ
い
ま
す

百寿5
月
16
日
、
石
黒

ト
ミ
さ
ん

(
角
館
町

岩
瀬
)
が
１
０
０
歳

の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
仙
北
市
か
ら
お

祝
い
と
花
束
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。

石
黒
ト
ミ

石
黒
ト
ミ
さ
ん
さ
ん

5
月
16
日
、
樋
口

清
作
さ
ん

(
田
沢
湖

生
保
内
)
が
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
、
仙
北
市
か
ら

お
祝
い
と
花
束
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

樋
口
清
作

樋
口
清
作
さ
ん
さ
ん

角
館
の
サ
ク
ラ
文
化
財
指
定
50
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

5
月
18
日
、
角
館
交
流
セ
ン
タ
ー
で
角

館
の
サ
ク
ラ
文
化
財
指
定
50
周
年
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
49
年
に
角
館
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
が

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
、
昭
和
50
年
に

桧
木
内
川
堤
の
桜
並
木
が
、
国
の
名
勝
に

指
定
さ
れ
て
50
年
が
経
過
し
た
こ
と
を
記

念
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
仙
北
市
さ
く
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
樹
木

医
の
黒
坂
登
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
「
角

館
の
桜
守
の
記
録
～
文
化
財
指
定
後
50
年

を
振
り
返
っ
て
～
」
で
は
、
33
年
間
桜
の

保
存
管
理
に
携
わ
っ
た
経
験
や
事
例
に
つ

い
て
語
り
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
桜

の
専
門
家
や
行
政
関
係
者
5
人
が
「
50
年

先
へ
角
館
の
サ
ク
ラ
を
引
き
継
ぐ
た
め
に

必
要
な
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　
田
中
厚
志
文
化
庁
文
化
財
調
査
官
は「
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
角
館
の
サ
ク
ラ
を

後
世
に
残
す
た
め
に
は
、
行
政
と
地
域
の

方
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
」
と
語
り
ま
し

た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
午
前
の
部
で
は
、
桧

木
内
川
堤
の
桜
に
肥
料
を
与
え
る
施
肥
活

動
「
お
礼
肥
え
」
が
行
わ
れ
、
大
人
か
ら

子
ど
も
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
市
民
の
方
が

参
加
し
、
桜
を
労
わ
る
よ
う
に
肥
料
を
施

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
に
先
立
っ
て
、
5
月
14
日
に
は
角
館

中
学
校
２
年
生
と
大
曲
支
援
学
校
せ
ん

ぼ
く
校
中
学
部
の
生
徒
に
よ
る
施
肥
作

業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
38
回
目
と
な
る

今
年
は
90
名
の
生
徒
が
参
加
し
、
施
肥

作
業
に
加
え
桜
の
健
康
状
態
を
調
べ
る

樹
木
診
断
体
験
が
行
わ
れ
、
角
館
中
学

校
の
代
表
生
徒
3
名
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

当
日
に
診
断
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

角館中学校2年生による桜診断結果の報告。

パネルディスカッションの様子。

来年もきれいな花が咲くように願いながら作業しま
した。

文化財課の板橋樹木医の指導のもと行われた樹木
診断。

　
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
一
般
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り
実
施

し
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

と
は
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財

源
と
す
る
助
成
金
に
よ
り
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
社
会
貢
献
広
報
事

業
で
す
。
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フ
レ
イ
ル
総
合
講
座
パ
ー
ト
１

【
問
合
せ
】国
保
市
民
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
６

姉
妹
都
市
・
連
携
交
流
都
市
で
物
産
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
各
地
の
特
産
品
が
大
人
気
～

【
問
合
せ
】ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
５

　
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
の
栄

養
・
お
口
の
話
・
お
口
の
体
操
・
ボ
ッ

チ
ャ
・
楽
し
い
ゲ
ー
ム
を
行
う「
フ

レ
イ
ル
総
合
講
座
パ
ー
ト
１
」を
開

催
し
ま
す
。

�

●�������

日
程
・
場
所
／
日
に
ち
と
場
所
は

下
の
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
時
間
：
13
時
～
13
時
20
分

▼
終
了
時
間
：
15
時

●�

内
容
／
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
、

歌
を
楽
し
み
な
が
ら
お
口
の
力

を
ア
ッ
プ
、
ボ
ッ
チ
ャ
、
お
口

の
ケ
ア
、
耳
の
聞
こ
え
に
つ
い

て
。
毎
回
、
簡
単
な
楽
し
い
体

操
や
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
、
風
船
バ

レ
ー
が
あ
り
ま
す
。

●�

講
師
／
歯
科
衛
生
士　
竹
原�

康
子�

氏
、
藤
原�

ま
り�

氏
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員

●
対
象
者
／
65
歳
以
上
の
方

●�

持
ち
物
／
国
保
市
民
課
で
配
布
し

て
い
る
青
色
袋
と
水
色
フ
ァ
イ
ル

（
お
持
ち
の
方
）、
動
き
や
す
い
服

装
、
水
分
、
田
沢
湖
の
み
上
履
き

●
申
込
期
限
／
6
月
11
日
㈬

健康管理センター
（角館庁舎隣）

西木温泉ふれあいプラザ
クリオン2階多目的ホール

健康増進センターホール
（田沢湖病院併設）

1 6月16日㈪ 6月17日㈫ 6月19日㈭
2 6月23日㈪ 6月24日㈫ 7月3日㈭
3 6月30日㈪ 7月1日㈫ 7月10日㈭
4 7月7日㈪ 7月8日㈫ 7月17日㈭
5 7月14日㈪ 7月15日㈫ 7月24日㈭

　
角
館
の
桜
ま
つ
り
期
間
中
の
4
月
19
日
、
20

日
に
旧
仙
北
市
役
所
角
館
庁
舎
前
の
特
設
テ
ン

ト
で
、
姉
妹
都
市
・
連
携
交
流
都
市（
長
崎
県
大

村
市
、
茨
城
県
常
陸
太
田
市
、
秋
田
市
）の
物
産

展
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
大
村
市
の
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、
皿
う
ど
ん
、
カ
ス

テ
ラ
や
常
陸
太
田
市
の
地
酒
、
そ
ば
、
秋
田
市

か
ら
は
い
ぶ
り
が
っ
こ
な
ど
、
地
元
で
し
か
手

に
入
ら
な
い
品
々
が
並
び
、
各
都
市
と
の
交
流

を
深
め
、
お
目
当
て
の
商
品
を
買
い
求
め
る
お

客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

佐
藤
勲
・
四
季
折
々
の
風
景
写
真
展

【
問
合
せ
】角
館
町
平
福
記
念
美
術
館
☎（
54
）３
８
８
８

　
秋
田
魁
新
報
社
、
み
ん
な
の
フ
ォ
ト
コ
ン
年
間

賞
・
大
賞【
眼
下
に
広
が
る
絶
景
】を
受
賞
し
た
佐

藤
勲
さ
ん
の
初
の
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
受
賞

作
の
ほ
か
秋
田
魁
新
報
の「
声
の
十
字
路
」に
掲

載
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
も
多
数
展
示
し
ま
す
。

　
作
品
を
通
し
て
の
テ
ー
マ
は「
仙
北
市
に
は
ド

ラ
マ
が
あ
る
」で
す
。

　
仙
北
市
に
し
か
な
い
圧
巻
の
風
景
や
美
し
い

野
鳥
た
ち
、
か
わ
い
ら
し
い
小
動
物
な
ど
50
点

あ
ま
り
展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ま
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
6
月
1
日
㈰
～
6
月
15
日
㈰

※
月
曜
休
館
日

●
場
所
／
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館

　
入
館
料
無
料
エ
リ
ア

●
主
催
／
佐
藤
勲
・
株
式
会
社�

万
景

●
問
合
せ
／
株
式
会
社�

万
景

　
☎
44�-

３
２
３
２

市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

展示作品の一作品「雲龍」
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国
民
健
康
保
険
税
の
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）に
つ
い
て

【
問
合
せ
】税
務
課�（
田
沢
湖
庁
舎
）�

☎（
43
）１
１
１
７

　新たに国民健康保険税が年金から天引きされる場合、7月、8月、9月は、納付書により納付する方
法（普通徴収）で国民健康保険税を納めていただき、10月以降は、10月、12月、2月に支給される年
金から天引きされることとなります。
��前年度から継続して年金から天引きされる場合など、4月、6月、8月に国民健康保険税が年金から
天引きされたときは、今年度の国民健康保険税の算出額から、4月、6月、8月に年金天引きされた額
を差し引いた額が、10月、12月、2月に支給される年金からの天引き額となります。

●�納める時期および算定方法

　
国
民
健
康
保
険
税
を
年
金
天
引
き

で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を「
特
別

徴
収
」と
い
い
ま
す
。

　
年
金
を
受
給
さ
れ
る
方
の
国
民
健

康
保
険
税
は
、
地
方
税
法
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
原
則
受
給
さ
れ
て

い
る
年
金
か
ら
天
引
き（
特
別
徴
収
）

さ
れ
ま
す
。

　
従
来
、
口
座
振
替
や
納
付
書
で
納

付
さ
れ
て
い
た
場
合
で
も
、
特
別
徴

収
が
優
先
さ
れ
ま
す
が
、
納
付
方
法

変
更
申
出
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ

り
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
へ
変
更
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
納
付
書
に
よ
る
納
付
へ
の

変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

●�

特
別
徴
収
に
該
当
す
る
条
件
／

　
次
の
条
件
全
て
に
当
て
は
ま
る
場

　
合
で
す
。

①�

国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
が
65

～
74
歳
の
世
帯
で
あ
る
こ
と
。

②�

国
民
健
康
保
険
加
入
中
の
世
帯
主

が
今
年
度
に
75
歳
に
到
達
し
な
い

こ
と
。

③�

世
帯
主
の
年
金
額
が
年
額
18
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と（
た
だ
し
、
年

金
は
担
保
に
供
し
て
い
な
い
も
の

に
限
り
ま
す
）。

④�

介
護
保
険
料
の
年
金
支
払
額
と
国

民
健
康
保
険
税
の
合
計
が
当
該
月

に
支
払
わ
れ
る
特
別
徴
収
の
対
象

と
な
る
年
金
額
の
2
分
の
1
を
超

え
な
い
こ
と
。

仮徴収 本徴収

4月 6月 8月 10月 12月 2月

前年所得が確定するまでは、
　仮算定された国民健康保険税額を納めます。

新規で特別徴収に該当する場合
　前年度税額をもとに仮算定します。
　1回分＝前年度年税額×1/6

継続して特別徴収に該当する場合
　前年度2月の特別徴収額と同額が1回分と　
　なります。

前年所得が確定した後は、
　本算定された国民健康保険税額を納めます。

新規で特別徴収に該当する場合
　7月、8月、9月は普通徴収となり、残りが　
　特別徴収となります。

継続して特別徴収に該当する場合
　年税額から仮徴収税額を差し引き、残りを　
　3回に分けます。

市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

【
申
請
が
必
要
で
す
】仙
北
市
経
営

安
定
資
金
利
子
補
給
金
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】商
工
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
５
１

　
仙
北
市
で
は
、
秋
田
県
中
小
企
業
融
資
制
度
経
営
安
定
資

金
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
枠
・
危
機
関
連
枠
・

危
機
対
策
枠
・
危
機
対
策
特
別
枠
）
の
融
資
を
受
け
た
方
が
、

各
金
融
機
関
へ
支
払
う
利
子
の
一
部
を
負
担
し
ま
す
。

　
次
の
融
資
を
受
け
た
時
点
に
お
い
て
、
市
内
に
代
表
者
住

所
が
あ
る
個
人
事
業
主
ま
た
は
本
社
住
所
が
あ
る
法
人
で
、

秋
田
銀
行
・
北
都
銀
行
・
羽
後
信
用
金
庫
の
う
ち
、
仙
北
市

外
の
支
店
で
融
資
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
市
へ
利
子

補
給
金
の
申
請
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※�

仙
北
市
内
の
支
店
で
融
資
の
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
は
、
金
融

機
関
が
申
請
手
続
き
を
行
う
た
め
、
申
請
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

●�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
枠
・
危
機
関
連
枠
／

令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
に
融
資
を
受
け
た
方

●�

危
機
対
策
枠
・
危
機
対
策
特
別
枠
／

　
融
資
を
受
け
た
日
か
ら
3
年
経
過
し
て
い
る
方

●��

申
請
期
限
／
7
月
15
日
㈫
ま
で

　
そ
の
ほ
か
詳
細
に
つ
い
て
は
、
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
商
工
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

仙
北
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
→

ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
ぐ
た
め
に

【
問
合
せ
】農
林
整
備
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
０
７　

　
「
音
を
立
て
る
と
か
え
っ
て
ク
マ
が
寄
っ
て
く
る
」
な
ど
の

噂
を
信
じ
て
静
か
に
行
動
し
た
結
果
、
ク
マ
と
遭
遇
し
事
故

に
発
展
し
た
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ク
マ
鈴
や
ラ
ジ

オ
な
ど
の
音
の
出
る
も
の
を
携
帯
し
自
分
の
存
在
を
ク
マ
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
ク
マ
を
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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【
内
川
橋
】車
両
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

【
問
合
せ
】建
設
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
９
４

　
令
和
５
年
度
よ
り
内
川
橋
の
老
朽
化
に

伴
う
橋
梁
補
修
工
事
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
そ
の
補
修
工
事
の
た
め
、
令
和
７
年

度
は
次
の
期
間
が
終
日
車
両
通
行
止
め
と

な
り
ま
す
。
歩
行
者
通
路
は
確
保
し
て
い

ま
す
の
で
歩
行
者
は
通
常
通
り
歩
行
で
き

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
も
交
通
量
を
抑
制

し
不
測
の
交
通
事
故
な
ど
を
回
避
す
る
方

法
と
し
て
、
横
町
側
か
ら
の
横
町
橋（
市

道
小
倉
山
校
線
）へ
の
車
両
進
入
を
禁
止

す
る
道
路
管
理
者
と
し
て
の
時
間
交
通
規

制
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●�

場
所
／
角
館
町
西
野
川
原
地
内
（
市
道

田
町
荒
屋
敷
線
・
内
川
橋
）

●�

通
行
止
め
期
間
／
８
月
１
日
㈮
か
ら
翌

年
２
月
26
日
㈭
ま
で

※�

工
事
の
進
捗
状
況
に
よ
り
、
期
間
お
よ
び
規

制
内
容
が
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

身
体
障
が
い
者
巡
回
相
談（
肢
体
）を
実
施
し
ま
す

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）２
２
８
８

　

秋
田
県
子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相
談

セ
ン
タ
ー
に
よ
る
巡
回
相
談
（
肢
体
）
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

●
日
時
／
次
の
と
お
り

　

①
７
月
9
日
㈬　
②
10
月
1
日
㈬

　

�

ど
ち
ら
も
受
付�
9
時
30
分
～
11
時
30
分��

　
診
察�

10
時
～
12
時

●�

場
所
／
大
仙
市
立
大
曲
中
央
公
民
館

（
大
仙
市
大
曲
日
の
出
町
2
丁
目
６ｰ

60
）

☎
０
１
８
７ｰ

63ｰ

６
１
０
１

●�

対
象
地
区
／
仙
北
市
、
大
仙
市
、
美
郷
町

●�

内
容
／
身
体
障
害
者
手
帳
の
相
談
・
補
装

具
の
医
学
的
判
定
お
よ
び
医
療
相
談

※�

補
装
具
の
申
請
手
続
き
を
す
る
場
合
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知

カ
ー
ド
（
本
人
確
認
書
類
と
し
て
運
転
免
許
証

な
ど
が
必
要
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、次
の
症
状
【
①

高
熱
、
②
風
邪
症
状
、
③
強
い
だ
る
さ
（
倦

怠
感
）、
④
息
苦
し
さ
（
呼
吸
困
難
）】
が
あ

る
場
合
は
来
場
の
自
粛
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
の
で
、
体
調
面
に
不
安
が
あ
る
方
は
後
日

個
別
に
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、

来
場
に
あ
た
っ
て
は
マ
ス
ク
着
用
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

就
学
や
教
育
に
関
す
る
相
談
会
を
行
い
ま
す

【
問
合
せ
】北
浦
教
育
文
化
研
究
所（
西
木
庁
舎
）☎（
43
）３
３
８
７

　
子
ど
も
の
発
達
や
気
に
な
る
行
動
へ
の

対
応
、
就
学
に
関
す
る
相
談
な
ど
に
つ
い

て
、
保
護
者
を
対
象
に
教
育
相
談
を
行
い

ま
す
。

●�

日
時
／
前
期
：
7
月
11
日
㈮
、
後
期
：

8
月
25
日
㈪　
10
時
～
15
時

●�

場
所
／
仙
北
市
西
木
庁
舎
2
階
会
議
室
、

中
央
公
民
館
集
会
室
ほ
か

●�

相
談
申
込
／
北
浦
教
育
文
化
研
究
所
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
前
期

は
7
月
4
日
㈮�

12
時
、
後
期
は
8
月
8

日
㈮�

12
時
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
保
育
園
・
こ
ど
も
園
・
小

学
校
・
中
学
校
か
ら
「
教
育
相
談
票
」

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

当
日
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も
保
護
者
の
方

の
み
と
の
相
談
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
会
当
日
、
発
熱
や
倦
怠
感
な
ど
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
、
北
浦
教
育
文
化
研
究
所
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
担
当
／
北
浦
教
育
文
化
研
究
所

　
　
　

�����������������������������

西
根�
義
明�

　

月のマイナンバーカードの時間外交付日 (要予約）は 2511日 日 詳細はこちらから→・▼
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市
立
角
館

総
合
病
院

令和 8年度採用令和 8年度採用

職員募集募集
受付期間

試験日

問市立角館総合病院総務管理課　☎0187-54-2111

職種 採用予定数 受験資格 試験内容

薬剤師 2名
平成3年4月2日以降に生まれた方で、現に薬剤師免許を有する方
または令和7年度中に実施する国家試験で薬剤師免許取得見込みの方

・�医療従事者として
必要な基礎知識に
関する試験（専門
基礎科目試験）
・作文試験
・面接試験

臨床検査技師 若干名 平成7年4月２日以降に生まれた方で、現に臨床検査技師免許を有する方
または令和7年度中に実施する国家試験で臨床検査技師免許取得見込みの方

看護師 2名
平成3年４月２日以降に生まれた方で、現に看護師免許を有する方
または令和7年度中に実施する国家試験で看護師免許取得見込みの方

助産師 1名
昭和46年４月２日以降に生まれた方で、現に助産師免許を有する方
または令和7年度中に実施する国家試験で助産師免許取得見込みの方

臨床工学技士 1名
平成15年４月２日以降に生まれた方で、令和７年度中に臨床工学技士養成
校を卒業見込みであり令和７年度中に実施する国家試験で臨床工学技士免許
取得見込みの方

【欠格事項】次の欠格事項に該当する方は受験できません。
１　日本国籍を有しない者　
２　地方公務員法第16条の規定により地方公務員となることができない者

※採用に関する要綱など詳細は病院ホームページをご確認ください。右上にある二次元コードを読み込みでもご覧いただけます。

７月16日（水）まで
（土・日曜日、祝日を除く。８時30分から17時まで。
郵送の場合は7月16日（水）必着に限ります）

７月26日（土）

田
沢
湖
白
浜
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

【
問
合
せ
】ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
５

　
ざ
っ
く
ば
ら
ん
の
会
で
は
白
浜
の
鳴
砂

復
活
を
目
指
し
、「
白
浜
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

大
作
戦
」を
行
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時
／
6
月
22
日
㈰
9
時
30
分
～

　
11
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

※�

警
報
が
発
令
さ
れ
た
際
は
7
月
6
日
㈰
に
開

催
し
ま
す
。

●�

集
合
場
所
／
9
時
20
分
ま
で
春
山
イ
ベ

ン
ト
広
場
（
田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
特
設
会

場
）
に
集
合

●�

持
ち
物
／
軍
手
、
く
ま
手

●�

問
合
せ
／
ざ
っ
く
ば
ら
ん
の
会　
田
口

　
☎
０
９
０ｰ

４
０
４
９ｰ

９
５
０
２

　
仙
北
市
ま
ち
づ
く
り
課

　
☎
43�ｰ�

３
３
１
５

6
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す

【
問
合
せ
】ま
ち
づ
く
り
課（
田
沢
湖
庁
舎
）☎（
43
）３
３
１
５

　
県
民
の
皆
さ
ん
に
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
男

女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
活
動
へ
の
参
加

を
進
め
て
い
く
「
秋
田
県
男
女
共
同
参
画

推
進
条
例
（
愛
称:

あ
き
た
ハ
ー
モ
ニ
ー

条
例
）」
で
は
、
６
月
を
「
男
女
共
同
参

画
推
進
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　
仙
北
市
の
第
４
次
男
女
共
同
参
画
計
画

で
は
「
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と

し
て
お
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
、
自
ら
の
意
思
で
人

生
を
選
択
し
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
、
喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
え
る

社
会
の
実
現
を
目
指
す
」
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
推
進
月
間
で
は
啓
発
事
業
と
し
て

田
沢
湖
図
書
館
、
学
習
資
料
館
、
中
央
公

民
館
で
男
女
共
同
参
画
関
連
図
書
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
家
族

や
お
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
知
り
、
学
び
、
話
し
合
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

市 information
役所からのお知らせ▼角館市民センター　☎43-3309

▼西木市民センター　☎43-2200

▼総務課　☎43-1111

▼田沢湖市民センター　☎43-1147

西
宮
家
が
変
わ
り
ま
す

【
問
合
せ
】商
工
課
・
観
光
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
５
１
・（
43
）３
３
５
2

　
西
宮
家
は
、
６
月
29
日
を
も
っ
て
現
在

の
営
業
（
無
料
休
憩
所
、
物
販
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
施
設
見
学
な
ど
）
を
終
了
し
ま
す
。

　
７
月
１
日
か
ら
は
、
宿
泊
施
設
へ
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

　
宿
泊
施
設
の
オ
ー
プ
ン
は
、
令
和
８
年

の
春
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●�

問
合
せ
／
商
工
課
☎
43�ｰ�

３
３
５
１

　
　
　
　
　
観
光
課
☎
43�ｰ�

３
３
５
２

▼角館総合病院
　ホームページ
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第
十
二
回
戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】社
会
福
祉
課（
角
館
庁
舎
）�

☎（
43
）２
２
５
５

ホームページ
https://www.city.semboku.akita.jp/

▼桧木内出張所　　☎48-2001

▼上桧木内出張所　☎49-2159

▼田沢出張所　☎43-1351

▼神代出張所　☎43-1352
ｆａｃｅｂｏｏｋ
https://www.facebook.com/sembokucity

場所 期日

田沢湖市民センター 6月16日㈪・6月17日㈫・7月2日㈬

西木市民センター 6月20日㈮・6月26日㈭・7月3日㈭

神代出張所 6月24日㈫・6月25日㈬・7月4日㈮

田沢出張所�
6月27日㈮※当日来られない場合は
田沢湖市民センター受付日程にお越し
ください。

桧木内出張所
6月30日㈪※当日来られない場合は
西木市民センター受付日程にお越しく
ださい。

上桧木内出張所� 7月1日㈫※当日来られない場合は西木
市民センター受付日程にお越しください。

角館庁舎　101会議室
【角館町内全域】 6月18日㈬・6月23日㈪

角館庁舎　101会議室
【白岩・雲沢・中川地区
全域】

6月19日㈭※当日来られない場合は角
館町内全域受付日程にお越しください。

※上記日程以外の請求受付は、社会福祉課（角館庁舎⑪番窓口）で
受け付けします。

5
月
30
日
～
6
月
8
日
は

　
　
「
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
」

【
問
合
せ
】生
活
環
境
課（
角
館
庁
舎
）☎（
43
）３
３
０
８

　
海
の
ご
み
の
７
～
8
割
は
陸（
街
）由
来
と
さ
れ
、
一
度

海
に
流
出
し
た
ご
み
を
回
収
す
る
こ
と
は
困
難
と
な
り
ま

す
。

��

増
加
し
続
け
る
海
洋
ご
み
の
対
策
を
目
的
と
し
て
、
5
月

30
日（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）6
月
５
日（
環
境
の
日
）6
月
8

日（
世
界
海
洋
デ
ー
）を
含
む
、
5
月
30
日
㈮
～
6
月
8
日

㈰
を「
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
」と
称
し
、
全
国
的
に
清
掃

活
動
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

※��

清
掃
活
動
を
実
施
し
た
場
合
の
ご
み
処
分
は
、「
春
の
一
斉
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
」と
同
じ
方
法
で
回
収
し
ま
す
の
で
ご
協
力
お

願
い
し
ま
す�

。

●�

海
の
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
内
陸
部
の
私
た
ち
が
で
き

る
こ
と

�

・�

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投
棄
は
し
な
い（
軽
い
ご
み

は
、
風
に
飛
ば
さ
れ
て
水
路
や
川
に
入
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。）

�

・�

食
べ
物
や
ご
み
の
入
っ
た
袋
を
外
に
放
置
し
な
い（
カ
ラ

ス
が
袋
を
つ
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
ご
み
を
散
乱
さ
せ
水

路
や
川
に
入
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。）

�

・�

農
業
用
マ
ル
チ
や
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
を
田
畑
の
周
り

に
放
置
し
な
い（
大
雨
に
伴
う
増
水
で
、
水
路
に
流
れ
込

む
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
水
路
が
詰
ま
り
被
害
を
大
き

く
す
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。）

　
今
日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
な
ど
の
尊
い
犠
牲
に
思
い

を
い
た
し
、
国
と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意

を
表
す
る
た
め
、
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族

に
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
仙
北
市
で
は
、
遺
族
の
高
齢
化
や
交

通
の
利
便
性
を
考
え
、
次
の
と
お
り
各

地
区
ご
と
に
請
求
受
付
を
行
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
日
程
表
を
ご
覧
に

な
り
、
最
寄
り
の
地
区
で
請
求
の
手
続

き
を
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●�

支
給
対
象
者
／
令
和
７
年
４
月
１
日

（
基
準
日
）に
お
い
て
、「
恩
給
法
に
よ

る
公
務
扶
助
料
」や「
戦
傷
病
者
戦
没

者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」

な
ど
を
受
け
る
方（
戦
没
者
等
の
妻
や

父
母
な
ど
）が
い
な
い
場
合
に
、
次
の

順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
。

▼
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で

①�

令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者

戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

②
戦
没
者
等
の
子

③�

戦
没
者
等
の（
１
）父
母（
２
）孫（
３
）

祖
父
母（
４
）兄
弟
姉
妹

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を
有

し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
て

い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入
れ
替

わ
り
ま
す
。

④�

上
記
①
か
ら
③
以
外
の
戦
没
者

等
の
三
親
等
内
の
親
族（
甥
、

姪
な
ど
）

※�

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。

●�

請
求
期
限
／
令
和
10
年
３
月
31

日
ま
で（
請
求
期
限
を
過
ぎ
る

と
請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

●�

請
求
に
必
要
な
書
類
な
ど

①�

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
請
求
書　

②�

戦
没
者
等
の
遺
族
の
現
況
な
ど

に
つ
い
て
の
申
立
書

※�

受
付
当
日
担
当
窓
口
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

③
身
分
証
明
に
な
る
も
の

④
戸
籍
書
類
の
手
数
料

※�

特
別
弔
慰
金
は
、
ご
遺
族
を
代
表

す
る
お
一
人
が
受
け
取
る
も
の
で

す
。
ご
遺
族
間
の
調
整
は
記
名

国
債
を
受
け
取
っ
た
方
が
責
任
を

持
っ
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●�
受
付
時
間
／
９
時
～
16
時

●��
戸
籍
書
類
な
ど
／「
令
和
７
年

４
月
１
日（
基
準
日
）現
在
の

請
求
者
の
戸
籍
抄
本
」な
ど
、

必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
が
、

請
求
者
が
過
去
に
特
別
弔
慰
金

の
請
求
を
し
た
こ
と
が
あ
る
か

な
ど
の
状
況
に
よ
り
、
提
出
し

て
も
ら
う
書
類
が
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
社
会
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

街がきれいだと
海もきれいだね

1111 2025- 62025- 6広報せんぼく広報せんぼく
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